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会
員
各
位
に
訴
え
る

N
P
O
事
業
に
全
員
参
画
し
よ
う

N
P
O
奈
良
2
1
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事
長
石
橋
穀
一

奈
良
2
1
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
N
P
O
法
人
と
し
て
発
足
し
て

か
ら
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
出
口
な
し
の
閉
塞
状
況
が
1

3
年

も
続
い
た
日
本
経
済
に
も
、
よ
う
や
く
昨
年
あ
た
り
か
ら
景
気

回
復
の
き
ざ
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
春
の
日
差
し
は
3
0
0

万
人
に
達
す
る
失
業
者
、
年
間
3
万
人
を
超
す
自
殺
者
（
内
、
1

万
人
は
倒
産
・
解
雇
に
よ
る
）
の
上
に
出
現
し
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
過
酷
な
経
済
情
勢
の
な
か
、
会
員
各
位
が
ふ
る
さ

と
の
大
地
に
踏
み
と
ど
ま
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

支
持
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
動
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

今
回
の
景
気
回
復
の
原
動
力
は
、
「
新
・
三
種
の
神
器
」
と
称
さ

れ
る
薄
型
テ
レ
ビ
・
D
V
D
・
デ
ジ
カ
メ
の
好
調
な
売
れ
行
き
に
よ

る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
最
新
I
T
通
信
技
術
を
駆
使
し
た
情
報
機

器
商
品
で
す
。

か
つ
て
高
度
成
長
期
に
私
た
ち
が
手
に
し
た
も
の
は
、
電
気
洗

濯
機
・
掃
除
機
・
冷
蔵
庫
そ
し
て
故
障
の
少
な
い
ク
ル
マ
な
ど
い
わ

ば
ヒ
ト
の
手
足
の
延
長
線
上
の
働
き
を
す
る
製
品
群
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
も
の
は
、
ヒ
ト
の
か
ら
だ
に
例
え
る
と
、
頭

脳
や
神
経
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
よ
う
や
く
、
私
た
ち
は
「
工

業
社
会
」
を
離
脱
、
「
情
報
社
会
」
「
知
識
社
会
」
を
迎
え
た
ら
し

い
の
で
す
。

「
工
業
社
会
」
は
、
人
々
を
飢
餓
か
ら
開
放
し
、
便
利
な
暮
ら

し
と
余
暇
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
一
方
で
自
然
を
破
壊
し
、
人
々

を
支
え
て
き
た
「
地
域
共
同
体
」
と
高
齢
者
・
こ
ど
も
・
障
害
者
を

守
っ
て
き
た
「
家
族
」
を
バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
し
ま
し
た
。
I
I
道
を
横

切
る
の
に
命
を
か
け
る
こ
ど
も
た
ち
I
I
安
心
し
て
こ
ど
も
を
預
け

ら
れ
な
い
保
育
所
や
学
校
I
I
院
内
感
染
が
避
け
ら
れ
な
い
医
療

施
設
I
I
人
間
の
尊
厳
が
守
ら
れ
な
い
養
護
老
人
ホ
ー
ム
‥
‥
・
。

今
こ
そ
私
た
ち
は
、
胸
に
秘
め
た
無
償
の
愛
を
、
ふ
る
さ
と
奈

良
－
大
和
の
再
生
に
役
立
て
よ
う
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
る
事
業
の
中
か
ら
、
お
好
き
な
項
目
を
選
ん

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
参
加
し
、
事
業
を
推
進
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
訴
え
る
の
は
、
人
は
誰
で
も
、
ふ
る
さ
と
に
対
し
、

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
想
い
を
抱
い
て
い
る
と
信
じ
る
か
ら
で
あ
り

ま
す
。
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奈
良
2
1
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
一
昨
年

よ
り
、
国
内
そ
し
て
世
界
の
人
に
奈
良
の

世
界
遺
産
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ

し
て
奈
良
に
長
く
滞
在
し
て
も
ら
お
う
と

世
界
遺
産
ア
ー
カ
イ
ブ
構
想
を
企
画
し
、

討
議
を
重
ね
て
き
た
。

平
成
1
7
年
度
に
向
け
て
、
我
が
国
を

世
界
の
I
T
先
進
国
に
す
る
た
め
、
全
国

的
に
色
々
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
構

築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
小
泉
総
理
は

国
会
で
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行

者
は
平
成
2
2
年
に
倍
増
さ
せ
る
こ
と
を

目
標
す
る
と
演
説
し
た
。

二
つ
の
施
策
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
や
市
町
村
の
施
策
、
N
P
O
の

活
動
が
現
在
進
行
中
で
あ
る
。

今
が
文
化
資
産
の
宝
庫
で
あ
る
奈
良
の

観
光
事
業
を
一
層
、
活
性
化
す
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

当
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
奈
良
県
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
超
高
速
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
を
利
用
し
、
奈
良
県
の
色
々

な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
し
、
そ
れ
ら
を
纏
め
、
奈
良
伝
統
文
化

情
報
を
総
合
的
に
利
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
構
築
し
て
、
奈

良
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
参
加
・
体
験
・

学
習
型
観
光
事
業
す
な
わ
ち
I
T
環
境

に
根
ざ
し
た
情
報
型
観
光
事
業
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
》

ア
ー
カ
イ
ブ
は
公
的
記
録
保
管
所
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

な
ど
を
駆
使
し
て
、
過
去
お
よ
び
現
在

に
お
け
る
様
々
な
知
的
財
産
を
「
創
造

的
に
継
承
L
L
、
「
多
角
的
に
利
用
」
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
・
社
会

基
盤
の
総
称
。

《
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ド
》

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
文
化
遺
産
情
報
の

入
り
口
と
な
る
文
化
遺
産
広
場

ア
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
構

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
i
と
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
構
成
さ
れ
る
。

（
I
）
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
、
ま
ず
当
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
頂
く
と
、

画
像
付
き
日
次
が
現
れ
、
そ
の
目
次
を

選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
情
報
施
設

に
分
散
蓄
積
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
・
伝

統
文
化
資
産
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
や

世
界
文
化
遺
産
の
四
季
折
々
の
様
子
を

常
時
配
信
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
メ

ラ
の
映
像
の
中
か
ら
所
望
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

取
得
、
表
示
し
て
く
れ
る
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ド
と
は
こ
の
よ
う
な
機
能

を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
回
数
が
飛

躍
的
に
向
上
し
、
奈
良
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信

の
場
（
e
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
グ
戦
略
構
築
の

場
）
と
成
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
観
光
客
に
奈
良
を
観
光
す
る
準

備
を
さ
せ
る
よ
い
刺
激
と
な
る
。

（
Ⅱ
）
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
奈
良
全
域

の
世
界
遺
産
と
奈
良
町
な
ど
の
伝
統
文

化
資
産
を
学
習
す
る
た
め
、
歴
史
文
化

学
習
の
場
で
あ
る
。
そ
の
た
め
世
界
遺
産

都
市
の
玄
関
口
（
平
城
宮
・
朱
雀
門
付

近
）
に
置
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

次
の
よ
う
な
学
習
が
で
き
る
。

①
最
新
の
発
掘
成
果
と
新
し
い
研
究
方

法
に
よ
る
成
果
を
踏
ま
え
、
新
し
い
視
点

に
た
っ
た
奈
良
の
世
界
遺
産
を
大
画
面
の

高
精
細
映
像
で
紹
介
し
、
世
界
遺
産
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
す
る
。

②
修
学
旅
行
生
等
の
観
光
客
が
世
界
遺

産
都
市
平
城
京
の
精
神
・
文
化
資
産
を

学
習
し
、
見
学
・
学
習
ル
ー
ト
を
選
択
す

る
。
③
見
学
ア
ル
バ
ム
や
学
習
成
果
の
報
告
書

を
制
作
す
る
。

結
果
、
世
界
遺
産
都
市
平
城
京
の
精

神
・
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
、
コ
ン
テ
ン
ツ

の
発
表
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
コ
ン
テ
ン

ツ
産
業
の
創
出
に
生
か
さ
れ
る
。

こ
こ
に
世
界
遺
産
ア
ー
カ
イ
ブ
構
想
を
実

現
す
る
。

⑤
擁
繕
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

3
月
2
4
～
2
8
日
、
奈
良
市
立
美
術
館

で
、
陶
芸
教
室
土
工
房
「
駐
韓
（
ろ
く

ろ
）
」
の
会
員
が
制
作
し
た
壷
・
花
瓶
・
茶

碗
・
皿
な
ど
の
作
品
展
示
会
が
開
催
さ
れ

た
。「
捷
駐
」
主
宰
者
の
陶
芸
作
家
、
古
野

幸
治
氏
と
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
提
供
を
受
け
た
多
く
の
陶
芸
作
品
を

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即
売
し
、
前
回
同
様
売
上

金
の
全
額
（
2
6
2
、
4
0
0
円
）
を
川
上

村
水
源
地
の
森
保
全
事
業
に
、
寄
付
し

た
。



本
格
始
動
へ

今
年
の
事
業
内
容

今
年
の
総
会
に
提
案
す
る
事
業
方
針
と
計
画
内
容

が
3
月
2
0
日
奈
良
市
内
で
開
か
れ
た
理
事
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。

！
基
本
方
針

古
都
奈
良
の
世
界
遺
産
が
世
界
中
の
ど
こ
か
ら
で

も
現
状
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
端

末
に
遠
隔
操
縦
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
他
、

失
わ
れ
て
ゆ
く
奈
良
町
の
行
事
や
た
だ
ず
ま
い
を
記

録
保
存
す
る
奈
良
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ス
タ

ー
ト
す
る
。

都
市
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
ゆ
く
大
和
の
歴
史
的
景

観
の
保
全
に
資
す
る
と
と
も
に
既
存
の
マ
チ
の
再
開

発
に
よ
る
再
生
事
業
に
着
手
す
る
。
こ
の
た
め
定
款
の

一
部
の
変
更
を
決
定
し
た
。

Ⅱ
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

8 7 6 5 4 3 2 1 番
号

プ右 大 画大 イ 当 ②
小
学

す（D 達的 日 鶴

螺

巳の 和 鰯

定歴

タ フ る吉 産 に本
デ藁 の

食
リ
ア

オ
l

弼 弼

トを 材 史 I フ 生 の
縦 を 的 古 ム

企
画
「

型 水 デる門
使 ＿El “ 源

世業
界を
魅
力

つ ．吊、
観
奈 本 蒲 ン

タ遺運 た
郷
土
料
理

の 良 万 ‾‾‾lみ 養 †産
営
す

保
全
の
文
化
交

葉
け
ま
り
」の
公
開
拉

ず
の

自
然

締

る
た

と 旅
の

株 設 ト
推 ワ

め
の
事
務

を
見
直
す

都
市
再
開
発

流
活
動
を

は
な
し
」の

の
環
境
保
全

進 l
ク
の
構

局 ツ 親
の の 援 刷 と

ヽヽl た の 公
実
と
各

の め 己 園
化
を
支
援

ヒ
開
催
の
調
査
料

る 施 布 フ
ォ
カ
メ
ラ
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「
万
葉
け
ま
り
」
．

平
成
1

4
年
度
に
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
企

画
し
た
万
葉
け
ま
り
が
今
年
度
、
3
つ
の

大
き
な
行
事
に
参
加
、
会
員
の
皆
様
に
、

そ
し
て
全
国
の
方
に
も
見
て
頂
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。

春
の
神
武
さ
ん
の
前
で
披
露
奉
納

4
月
3
日
橿
原
神
宮
の
神
武
天
皇
祭

で
（
通
称
・
春
の
神
武
さ
ん
）
、
橿
原
市
民

参
加
の
パ
レ
ー
ド
や
奉
祝
行
事
が
あ
り
、

好
天
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
と
て
も
賑
や
か
な

春
の
大
祭
に
、
わ
が
「
万
葉
け
ま
り
」

チ
ー
ム
は
日
時
過
ぎ
に
拝
殿
前
で
全
員

そ
ろ
っ
て
参
拝
、
外
拝
殿
前
の
広
場
の

一
角
に
作
ら
れ
た
会
場
で
3
試
合
行
い
見

物
人
も
集
ま
り
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。
（
写

真
　
下
）
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●
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●
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●
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近
代
イ
タ
リ
ア
歌
曲
の
創
始
者
ト
ス
テ

イ
に
捧
げ
る
恒
例
の
声
楽
リ
サ
イ
タ
ル
が

桜
花
舞
う
古
都
奈
良
の
秋
篠
音
楽
堂
で
、

4
月
9
・
1
0
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
た
。

こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
は
、
昨
年
秋
に
初

め
て
奈
良
で
行
わ
れ
た
、
ト
ス
テ
ィ
歌
曲

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
日
本
予
選
大
会
で
日

本
代
表
に
選
ば
れ
た
在
田
恭
子
さ
ん
ら

入
賞
者
も
か
け
つ
け
、
圧
倒
的
な
声
量
で

連
日
満
員
の
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

在
団
さ
ん
ら
は
、
5
月
下
旬
イ
タ
リ
ア

の
オ
ル
ト
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
す
が
、
奈
良
か
ら
は

奈
良
酒
の
一
斗
樽
を
も
っ
て

応
援
団
が
向
か
い
ま
す
。

平
成
1

7
年
N
H
K
の
お
正
月
番
組

「
大
化
改
新
」
に
特
別
出
潰
－
・

平
成
1
3
年
に
放
送
さ
れ
た
「
聖
徳
大

使
」
に
続
く
古
代
史
ド
ラ
マ
第
2
弾
で
、

中
臣
鎌
足
と
蘇
我
入
鹿
を
中
心
に
、
二

人
の
友
情
と
独
裁
者
に
な
っ
た
入
鹿
を
鎌

足
が
討
つ
ま
で
を
描
く
。
万
葉
け
ま
り
が
、

東
大
寺
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
に
協

力
頂
き
、
ド
ラ
マ
の
大
事
な
1
シ
ー
ン
と
し

て
5
月
に
撮
影
さ
れ
る
。

四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ
に
で
競
技
！

昨
年
の
ワ
ッ
ソ
で
も
披
露
す
る
予
定
で

い
た
が
、
残
念
な
が
ら
あ
い
に
く
の
大
雨

で
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
年
は
日
月
3

日
に
開
催
予
定
。

あ
で
や
か
な
パ
レ
ー
ド
の
最
終
地
点
で
あ

る
四
天
王
寺
で
万
葉
け
ま
り
を
披
露
す

る
予
定
。

轟掌

垂碧雲

【　　　　　 を へ　　 、 そ　　 土
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